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力の向上を目的に実施され，2014 年度では 619 市町村，3,746 本部で実施されていた。また，
学校と地域の活動推進のため地域コーディネーターが配置され，主に学校と地域に精通する
PTA役員経験者，退職教職員，自治会等の地域住民組織の関係者が担っている。





















負担軽減や地域の教育力の向上を目的に実施され，2014 年度では 619 市町村，3,746 本部（小
学校 6,244 校，中学校 2,814 校）で実施されていた。学校と地域の活動推進のため，主に学校
と地域に精通する PTA役員経験者，退職教職員，自治会等の地域住民組織の関係者が地域コー
ディネーター（以下，コーディネーターと略）として配置された。2013 年度では，全国で約
8,300 人（1学校に平均 1人，1本部に平均 2人）が，学校と地域の要望の把握，連絡調整，活
動の提案等を行い，学習支援活動や環境整備等の学校支援活動を支えていた1。また，活動す
る学校支援ボランティア（以下，ボランティアと略）は，約 115 万人（1学校に平均 133 人，

























































本稿で着目する Z小学校は，児童数 432 名，16 学級であり，教職員は 30 名である（市費負
担教職員 5名，非常勤講師 1名含む）。PTA会員数は，353 名であり，本部事業開始前から民
話等のボランティア活動が行われていた6。活動内容を見ると，表 1に示した通り 2012 年度を






活動内容 参加者数 活動回数 期 間
①読み聞かせ 17 17
1 年生から 4年生：5月 14 日～ 2月 25 日
5 年生・6年生：7月 2日～ 2月 25 日
②吹奏楽 5 25 6 月 15 日～ 9月 6日
③茶道体験 9 3 9 月 25 日，10 月 16 日～ 17 日
④学習支援 4 2 7 月 25 日，8月 2日
⑤算数支援 1 24 5 月 14 日～ 2月 1日
⑥国語支援 1 24 9 月 27 日～ 2月 1日
⑦民話 3 1 1 月 29 日
⑧人形劇 8 1 1 月 19 日
⑨昔遊び 9 1 1 月 30 日







材とする8。インタビューは半構造化面接法を用い，2014 年 8 月 19 日，10 月 17 日，10 月 31





Kさん（40 代女性）は，中学校の教員を退職後に前任者から就任要請を受け，2009 年 9 月
に就任した。2010 年 3 月まで前任者と共に活動を行い同年 4月から単独で担い，自身の教員





























第 1期 2009 年 9 月 コーディネーター就任
2009 年 9 月～ 2010 年 3 月 前任者と共に Z小学校打合せに参加
2010 年 4 月 1 人体制スタート，読み聞かせボランティア募集
2010 年 7 月 茶道体験活動（社会・6年生）
2010 年 8 月 吹奏楽部の活動支援（クラブ活動）
第 2期 2011 年 1 月 民話学習（国語・5年生），雅楽体験（音楽・6年生）
2011 年 5 月～ 2012 年 3 月 他校読み聞かせボランティアに参加
2011 年 6 月 町探検引率補助（生活科・2年生）
2011 年 7 月～ 10 月 クラブ活動（吹奏楽部）の支援
2012 年 1 月 人形劇開催（全学年）昔の遊びボランティア活動（1年生）
2012 年 4 月 読み聞かせボランティア募集
2012 年 5 月～ 2013 年 3 月 他校読み聞かせボランティアに参加
2012 年 6 月 町探検引率補助（生活・2年生）
2012 年 7 月 国際交流協会からの問い合わせ
第 3期 2012 年 11 月 本屋ツアー開催
2012 年 12 月 コーディネーター交替の申し出
2013 年 1 月 新コーディネーターを打診
2013 年 2 月 新コーディネーターの紹介








































2011 年 1 月に，6年生の音楽科の授業で Z小学校で初めて雅楽体験活動が企画される。同
様の活動は，既に他校で行われており，ボランティアも活動に慣れ調整が順調に進む。また，
実施計画は他校の雛型を譲り受け「スムーズなボランティア体制，実施計画の融通により，（本













































































て 3名体制での実施を検討した。そして，2013 年 2 月に教員やボランティアに後任のコーディ
ネーター 3名を紹介し，校内掲示や学校通信で広報し同年 3月に退任した10。






















そのため，本章では，その中で特に第 1期の「茶道の体験活動の企画」（前章 3.1.3 参照）と，




































































































































































































































































　第 1章 ,第 4章 ,第 6章……西村　彩恵，第 2章 ,第 3章 ,第 5章……西村　吉弘
注
 1 文部科学省「学校支援地域本部の取組を中心とした学校・家庭・地域の連携協力について」，2014，
11 頁。尚，教育活動サポーターは約 27,000 人（1 学校に平均 3人，1本部に平均 8人），教育活動推
進員は約 30,000 人（同 3人，同 9人），無償ボランティアは約 115 万人（同 133 人，同 326 人）である。
 2 前掲 1，10 頁
 3 「①読み聞かせ」の活動回数は，当初計 20 回の予定であったが，台風接近，インフルエンザ流行，金
環日食，による中止があり，計 17 回となっている。よって，本稿では予定回数ではなく，実施回数
を掲載している。また，「①読み聞かせ」の参加者は，英語による読み聞かせボランティア 3名を含む。
 4 Y中学校区本部事業資料「平成 25 年度市民活動参画支援事業活動計画」（2013）参照。
 5 尚，コーディネーター委員会の運営は，年度毎にコーディネーター間で相談し弾力的に実施している。
 6 Z小学校『学校概要』（2014）を参照。






 9 Kさんの「活動記録」（2014 年 8 月～ 12 月）の詳細は，以下の通りである。
 活動記録 1「コーディネーターの観点の変化（イメージ図・変化の要因）」（2014 年 10 月 13 日）
 活動記録 2「コーディネーター観の変化について」（2014 年 10 月 31 日）
 活動記録 3「子ども観・地域観・学校観の変化」（2014 年 10 月 13 日）
 活動記録 4「コーディネーターに要請される資質能力・支援に関する資料」（2014 年 8 月 19 日）
 活動記録 5「ボランティア活動のふり返り①」（2014 年 10 月 31 日）
 活動記録 6「ボランティア活動のふり返り②」（2014 年 12 月 25 日）
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